
科学技術振興調整費の対象となる施策の位置付け

＜科学技術振興調整費の対象施策＞
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機 動 的 研 究
　　

発展

○総合科学技術会議が我が国の科学技術政策全体を俯瞰し、
機動的かつ戦略的に活用する資金

・・・・　

　①科学技術振興に関する基盤調査
　②産学官共同研究の効果的な推進
　③戦略的研究拠点育成
　④若手任期付研究員支援
　⑤科学技術政策提言

○将来性の見込まれる分野等における
機動的な研究

　

　⑥先導的研究等の推進
　⑦新興分野人材養成

　

　⑧我が国の国際的リーダーシップの確保

　　　は平成１３年度開始プログラム
　　　　（中間評価の対象となるもの）

参考

＜１５年度プログラム＞
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○総合科学技術会議において配分方針等を作成 　　　　　　
(公募、審査の事務等は文部科学省が実施)

具体化

資料６－３

各府省の施策の先鞭となる施策

○科学技術活動の国際化の推進

○将来性の見込まれる分野・領域への
　戦略的な対応等

○ 優 れ た 成 果 の 創 出 ･ 活 用 の た め の
　科学技術システム改革

科学技術システム改革の推進に重点


